The Portrait of the Patriotic Poetess as a Young Woman: The Poetry of Jane Francesca Wilde (Speranza) by 及川 和夫
1若き女流愛国詩人の肖像（及川）
Ⅰ.　『ネイション』紙の愛国女流詩人スペランザの誕生
オスカー･ワイルドの母親，ジェイン・フランセスカ・ワイルドはウェクスフォード出身のチャー
ルズ・エルジーとセアラの娘としてダブリンに生まれた。父チャールズはウェクスフォードのアイル
ランド国教会大執事を務める司教の息子で，母セアラの父もアイルランド国教会聖職者で破産監督官
も務め，祖父は王立医科大学の学長を務めた，やはり名門の出であった。またセアラの二人の姉妹，
ヘンリエッタとエリザベスは美人姉妹として知られ，ヘンリエッタは後にゴシック小説の傑作『放浪
者メルモス』（Melmoth the Wanderer）を執筆するアイルランド国教会司教チャールズ・マチューリン
と結婚した。オスカー･ワイルドは同性愛事件による 2年間の服役の後，フランスを放浪中に「セバ
スチャン・メルモス」の変名でホテルに宿泊したことは有名である 1）。セバスチャンはオスカーが敬
愛する殉教者，聖セバスチャンに由来し，メルモスは母を通じて縁戚関係にあるマチューリンの作品
に由来する。
ジェインの父チャールズは法律家の資格を持っていたがその実務につくことはなく，経済的には
不安定であった。両親は 1809年 12月に結婚し，1810年に長女のエミリー，1812年に長男のジョン，
1815年に次女のフランセスが生まれたが，フランセスは生後間もなく亡くなった。三女ジェインが
何年に生まれたのかに関しては，生前の彼女自身が明確にしないようにしていた形跡があり諸説ある
が，現在では 1888年に彼女が王立文学基金に応募した際に申請申込書に記した 1821年 12月 27日が
最も有力とされている 2）。父親 チャールズは 1824年 8月にインドのバンガロアで没している。ジェ
インは家庭教師に教育を受けて，主に外国語の学習に打ち込んだ。それはラテン語やギリシア語など
の古典語，フランス語，ドイツ語，イタリア語，スペイン語などの西洋近代語から，ロシア語，ス
ウェーデン語などのスラブ語，北欧語にも及び，18歳までに 10ヶ国語をマスターしたと自ら述べて
いる。この才能はオスカーにも受け継がれ，トリニティ・カレッジ・ダブリンやオクスフォード大学
で優等を取るだけでなく，フランス語で『サロメ』（Salomé）を執筆する下地となっている。
一方，1829年に悲願のカトリック解放を達成し初のカトリック教徒イギリス国会議員となったダ
ニエル・オコンネルは，1840年から次の政治課題であるアイルランドとイギリスの併合法を廃止す
るリピール運動に取り組んで行った。このオコンネルのリピール運動の中に，トリニティ・カレッ
ジ・ダブリン出身のプロテスタント弁護士で詩人のトマス・デイヴィス，カトリックのジャーナリス
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ト，チャールズ・ギャヴァン・ダフィー，カトリックの弁護士で熱烈な弁舌で知られるジョン・ブレ
イク・ディロンなどがいた。1842年，彼らはダフィーの発案でダブリンの日刊紙『モーニング・レ
ジスター』紙を買い取り，週間新聞『ネイション』紙（The Nation）を発刊した。『ネイション』紙
はデイヴィスが詩に評論にと健筆を振るい，瞬く間に部数を伸ばし，最初の年に発刊部数は 1万部を
超えた。これは当時の新聞が現在よりも多くの人数に回し読みされていたことを考えると大変な部数
であり，その影響力は絶大なものがあった。歴史家のアルヴィン・ジャクソンは『ネイション』紙の
実読者を 25万人と推計している 3）。この一団はオコンネル派の中でも独自の立場を次第に鮮明にし
出し，「青年アイルランド党」（The Young Ireland）として知られていくようになる。
ジェインは『ネイション』社が発行した「アイルランド叢書」（Ireland’s Library）のリチャード・
ドルトン・ウィリアムズの著作を偶然手に入れ，アイルランド愛国主義に目覚めた。さらに『ネイ
ション』紙に掲載された詩のアンソロジー『民族の精神』（The Spirit of the Nation）も大きな影響を
与えた。また 1845年にまだ 30歳という年齢で惜しまれながら猩紅熱で急死したトマス・デイヴィス
の葬列に集った多くの市民の長蛇の列は，詩人という存在の偉大さを彼女に実感させたと，息子のオ
スカーや詩人のＷ・Ｂ・イェイツに語った。ジェインがちょうど 22歳から 23歳のころの出来事であ
る。彼女はデイヴィスに触発されて，自らも豊富な読書力と語学力に裏打ちされて愛国的な詩を書き
始める。彼女の初期の作品，「哀歌」（‘A Lament’）は愛国主義者たちの死を嘆いた作品だが，1798年
のユナイテッド・アイリッシュメンの反乱の指導者ウルフ・トーンやエドワード・フィッツジェラル
ドと並んで，トマス・デイヴィスが第 4連に登場する。
Tone and FitzGerald, and the pale-brow’d enthusiast̶
　He whose heart broke, but shrank not from the strife;
Davis, the latest loved̶he who in glory passed,
　Kindling Hope’s lamp with the chrism of life.
Well may they wail for him̶power and might were his̶
　Loved as no mortal was loved in the land̶
What has he sold them for? Sorrow and shame it is,
　Fair words and false from a recreant band.4） 
トーンとフィッツジェラルド，それにあの青ざめた額の熱烈な人，
　心は砕けたが，決して闘いから怯まなかった人，
ついこの間まで愛されていたデイヴィス，栄光のうちに生き，
　生命の香油で希望のランプを灯し続けた人。
人が彼を惜しんで嘆くのも当然だ。活力と力が彼のもので，
　この国で並ぶものがないほど愛された。
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だがその活力と力の代価は何だったか。悲しく恥ずかしいことに，
　それは臆病な連中からの毀誉褒貶であった。
ここではウルフ・トーンやエドワード・フィッツジェラルドよりも，明らかにトマス・デイヴィス
が詩の中心になっている。「生命の香油で希望のランプを灯し続けた人」という一節は，ジェインの
ペン・ネーム「スペランザ」（Speranza）がイタリア語で「希望」の意味であることを考えると，デ
イヴィスの衣鉢を継ごうというジェインの明確な決意が窺われる。
彼女の詩で最初に『ネイション』紙に掲載されたのは，1846年 2月 21日号に載った「聖戦」（‘The 
Holy War’）というドイツ語からの翻訳詩であった。作者名には前述の「スペランザ」のペン・ネー
ムを用い，同封の書状には「ジョン・ファンショー・エリス」（John Fanshawe Ellis）という署名が
されていた。いわば作者の正体は二重に隠されていたわけである。これは彼女の家系が両親ともアイ
ルランド国教会に関係し，叔父たちも軍人を務める生粋のプロテスタント系，親英国派の血筋であっ
たためである。青年アイルランド党のなかにも，トマス・デイヴィスのようにプロテスタント系であ
りながら，ユナイテッド・アイリッシュメンのように宗派を超えたアイルランド人の団結を呼びかけ
るものもいたが，これはプロテスタント，カトリック両派にとっても実践困難な課題であった。まし
てや，エルジー家のような生粋のプロテスタント系聖職者と軍人の家系では，『ネイション』紙はア
イルランドのイギリスからの分離独立を先導する反乱分子の機関紙でしかなかった。こうしたなかで
ジェインは家庭内で孤立した立場に立たされた。
また『ネイション』紙では，激烈な詩を投稿してくるエリスに編集長ギャヴァン・ダフィーが興味
を覚え，幾度か会見を申し入れたが，そのたびにジェインは正体が発覚するのを恐れ，理由をつけて
は申し出を断った。しかし程なくして家族や親戚に『ネイション』紙への投稿の事実が発覚するに及
んで，ギャヴァン・ダフィーの申し出を拒絶する理由がなくなってしまった。こうして 1846年の夏
にギャヴァン・ダフィーがダブリンのリーソン・ストリートの家で女中の案内で通された部屋に待っ
ていた「ジョン・ファンショー・エリス」は長身の若い娘，ジェイン・フランセスカ・エルジーで
あった。こうしてオコンネル派から独自路線を歩みつつあった青年アイルランド党はトマス・デイ
ヴィス亡き後，新たな詩神をジェインに見出した。
Ⅱ.オコンネルと青年アイルランド党
先に述べたように，青年アイルランド党はアイルランドとイギリスの併合法案の撤回を主張するオ
コンネルのリピール運動の渦中から生まれた。しかし老獪で現実的なオコンネルと，若く理想主義的
な青年アイルランド党の間には次第に溝が深まって行った。カトリック解放を奇跡的に成功させたオ
コンネルは，併合撤回を目指してカトリック連盟の動員力を利用し，万人単位の「巨大集会（モンス
ター・ミーティング）」をアイルランド各地の史跡で次々と開催し，民族意識を高揚させると同時に
イギリス政府に対するデモンストレーションを行った。オコンネルは 1843年を「リピールの年」と
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定め，その総決算を 1843年 10月 8日に，11世紀にブライアン・ボルーがヴァイキング勢力を撃破
した，ダブリン郊外の古戦場，クロンターフで決行することを決定した。すでにタラの巨大集会で
40万あまりの人を集めた実績があるので，この最後の大集会は 50万人を超える人数が集まると予想
されたが，最後の瞬間に英国首相ロバート・ピールは集会の中止を通告し，もし中止命令に従わな
かった場合は軍隊の出動も辞さない構えを見せた。合法的な議会主義を信条とし，10万人を超える
巨大集会でも非合法な暴力行為が一切ないことを誇りとしたオコンネルは，苦慮した挙句，民衆と軍
隊の衝突による流血を恐れてやむなく中止を指令した。しかし，その直後，オコンネルは国家反逆
罪の嫌疑で逮捕され，1844年 9月まで投獄された。これによってオコンネルの権威は大きく失墜し，
リピール運動は勢いを失った。
1845年に英国政府はカトリック教徒に対する懐柔策として，大学教育を受ける機会の少ないカト
リックにも大きく門戸を開いたクイーンズ大学の構想を打ち出した。しかし聖職者教育を行わないク
イーンズ大学に対して，オコンネルやカトリック教会関係者は「神なき大学」と反発して反対した。
しかし青年アイルランド党はトマス・デイヴィスのようなプロテスタントも含み，クイーンズ大学は
カトリック教徒の大学教育の機会を増大させるだけでなく，宗派を問わない教育の場は宗派を超えた
共存の場を提供するものとして歓迎し，両者の溝は深まった。しかも意見の違いはありながら絶えず
融和を目指してオピニオン・リーダー的な活動していたトマス・デイヴィスは，この年の 9月に急死
した。
両者の対立が決定的なものになったのは，翌 1846年 7月のリピール協会での会合であった。かね
てから平和で合法的活動を信条とするオコンネルは，今後のリピール運動で一切の暴力的手段を用い
ることを放棄する決議を提案した。この時点で青年アイルランド党が武装蜂起をする具体的な計画は
一切なかったが，このような議決を敢えてしようというオコンネルへの反発は高まり，ついにトマ
ス・フランシス・マーに率いられた青年アイルランド党の一団は議場を退出した。先に紹介した「哀
歌」は，青年アイルランド党とオコンネルの関係を踏まえている。先にユナイテッド・アイリッシュ
メンとトマス・デイヴィスの衣鉢を継ぐ決意を表明した第 4連を紹介したが，この詩の出だしはオコ
ンネルとの決別から始まっている。この詩はジェインとギャヴァン・ダフィーが会見した 1846年の
12月 5日号の『ネイション』紙に掲載されたものである。
Gone from us̶dead to us̶he whom we worshipped so!
　Low lies the altar we raised to his name;
Madly his own hand hath shattered and laid it low̶
　Madly his own breath hath blasted his fame.
He whose proud bosom once raged with humanity,
　He whose broad forehead was circled with might,
Sunk to a time-serving, driv’lling inanity̶
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　God! why not spare our loved country the sight?5）
われらから去り，われらにとって死んでしまった，嘗てはかくも崇拝されたあの人は。
　その名前に対して高く掲げた祭壇は低く沈んでいる。
狂ったように自らの手で祭壇は破壊され，低く沈んでいる。
　狂ったように自らの息でその名声は吹き消された。
かつては誇り高い胸中に人間味が滾っていたあの方が，
　かつてはその広い額に力を漲らせていたあの方が，
時流にへつらい，虚ろに呆けたありさまに堕している。
　神よ，われらが愛する祖国に，なぜこのような光景をお見せになるのですか。
かつては一声で何十万人もの人を集めて巨大集会を開催した，稀代の大衆政治家，不世出の天才大
衆運動家であり，無冠の帝王とまで言われたオコンネルも，国家反逆罪での逮捕，投獄，さらに青
年アイルランド党の離反を経験した最晩年は，精神力，体力の低下がひときわ目立っただけに，こ
のジェインの詩は痛烈に彼の痛いところを突いてくる。しかも前年から本格化した大飢饉は早くも大
惨事の様相を呈し，オコンネルは政治家として，英国政府に緊急救済策を講じることを要請するも，
腰の重い政府はなかなか実効力のある対策を実施しない。万策尽きて意気消沈したオコンネルは翌
1847年 3月末にローマへと旅立つが，途上のジェノヴァで 5月 15日に客死した。まさにジェインの
詩は舌鋒鋭く，最後にオコンネルに引導を渡す役目を予言的に果たしてしまっている。
Ⅲ．大飢饉とジェインの詩
大飢饉は約 100万人の死者と，同じく約 100万人の国外移民を生んでアイルランド史上に消えない
トラウマを残したが，それは逼迫する社会情勢と，緊迫する政治情勢で青年アイルランド党の運命も
大きく変えてしまった。おりしも青年アイルランド党が非暴力決議を巡って最終的にオコンネル派と
決別する直前の 1846年 5月 30日号には，ジェイムズ・クラレンス・マンガンがゲール語詩から自由
に英語に翻訳した「黒いロザリーン」（‘Dark Rosaleen’）が掲載されている。その最終連の黒と赤の
対比は，大飢饉の夥しい死者だけでなく，最終的に追い詰められて 1848年に武装蜂起し，あえなく
瓦解することになる青年アイルランド党の運命を不吉に予兆しているようでもある。
O! the Erne shall run red
　With redundance of blood,
The earth shall rock beneath our tread,
　And flames wrap hill and wood,
And gun-peal, and slogan cry,
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　Wake many a glen serene,
Ere you shall fade, ere you shall die,
　My Dark Rosaleen!
　My own Rosaleen!
The Judgment Hour must first be nigh,
Ere you can fade, ere you can die,
　My Dark Rosaleen!6）
おお，エルネの川が溢れる血で
　真っ赤に流れるであろう。
歩むと足元で大地は揺れ，
　炎は丘と森を包む。
銃声と鬨の声が
　幾多の静寂の谷間を揺り起こす。
お前が消えて，命尽きる前に，
　我が黒いロザリーンよ，
　我がロザリーンよ，
裁きの時がまず迫らねばならない，
お前が消えて，命尽きる前に，
　我が黒いロザリーンよ。
血の赤と，喪服を思わせる黒，長閑な田園風景を揺るがせる戦闘の切迫感が非常に象徴的である。
黙示録的に大飢饉に喘ぐアイルランドの情勢と，破局の迫った青年アイルランド党の運命を本能的に
マンガンの才気は察したのかもしれない。まさに後にジェイムズ・ジョイスが賞賛した，孤高の天才
詩人の面目躍如と言うべきであろう。当時，マンガンとジェインは『ネイション』紙に登場した期
待の新星として賞賛された。しかし，それは生涯貧困に喘ぎ，青年アイルランド党瓦解から間もない
1849年 6月に，栄養不足からコレラに感染し亡くなるマンガン自身の運命の最後の輝きであったと
も言える。
ジェインは「哀歌」が発表された翌月の 1847年 1月 21日号の『ネイション』紙に「打ちひしがれ
た土地」（The Stricken Land’）を発表した。この作品は後に詩集に収録されたときに「飢饉の年」（‘The 
Famine Year’）と改題された。1連 8行で 6連に渡って大飢饉の残状を描いている。出だしは問答形
式で大飢饉の構造を暴き出している。
Weary men, what reap ye?̶Golden corn for the stranger.
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What sow ye?̶Human corses that wait for the avenger.
Fainting forms, hunger-stricken, what see you in the offing?
Stately ships to bear our food away, amid the stranger’s scoffing.
There’s a proud array of soldiers̶what do they round your door?
They guard our master’s granaries from the thin hands of the poor.
Pale mothers, wherefore weeping?̶Would to God that we were dead̶
Our children swoon before us, and we cannot give them bread.7）
疲れた男たちよ，何を刈り取っているのだ。─よそ者のための黄金の穀物さ。
それでは何を植えているのだ。─仇を取ってくれる人間を待つ人の死体さ。
飢えに打ちひしがれ気絶しそうになり，沖合いの何を見ているのだ。
よそ者がせせら笑うなか，俺たちの食い物を運んで行く御立派な船さ。
偉そうに兵隊が並んでいるが，お前さんの家の前で何をしているんだ。
あの兵隊たちは貧乏人の痩せた腕から，旦那衆の倉を守っているんだ。
青ざめたお母さんたち，なぜ泣いているの。─ああ神様，死んでしまいたい。
子供たちが目の前で気を失っているのに，食べるパンをあげられないんだ。
この段階でジェインは大飢饉が単なるジャガイモの胴枯れ病による自然災害ではなく，アイルラン
ドの植民地という環境がそれを大規模な人災へと転換していく構造を明らかにしていく。単なる凶作
ならば，これほどの大惨事を招くことはなかった。よそ者が収穫し，外国人が土地を所有するゆえに，
不作で地代が払えぬ貧しい小作の農民は土地を追われ野垂れ死する。もう墓を掘る気力もなくなり，
妻や子供たちの目に付かない溝に隠れて死にたいと望む。野生の鳥ならば，困窮すれば仲間が同情す
るが，キリスト教国のはずのこの国では，同胞のあいだで何の助けもなく人間が死んでいく。そうし
て死んでいった膨大な数の死者たちは，「禍々しい亡霊の軍団」（a ghastly, spectral army）となって，
神の面前に立ちイギリスを殺人者，祖国の土地の簒奪者として糾弾するだろうと詩は結ばれる。恐ら
く，この作品は大飢饉を直接のテーマとするものでは最も激烈な作品であり，青年アイルランド党の
運動がフィニアン運動，アイルランド議会党の土地戦争，自治運動，シン・フェイン党の運動へ展開
する過程で，死者の怨念がことごとく英国へ向けられるフィニアン史観に結晶していくメカニズムの
原型を示している。
またジェインは 1739年に書かれたアイルランド語詩の翻訳，「ジャガイモ哀歌」（‘A Lament for the 
Potato’）という作品もあり，これは当時のジャガイモの凶作が大飢饉に重ね合わされており，スウィ
ンバーンが賞賛した 8）。この原詩は『ダブリン大学評論』（The Dublin University Review）にウィリ
アム・ワイルドが執筆した論文「アイルランド人の食べ物」（‘The Food of the Irish’）に紹介されて
いたものを翻訳したもの 9）で，こういった機縁が積み重なって二人は 1851年に結婚した。ウィリア
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ムは眼科，耳鼻科を専門とする国際的な名医であるばかりではなく，ジェインが『ネイション』紙
で好意的に書評した『ボイン川とブラックウォーター川の美しさ』（The Beauties of the Boyne and the 
Blackwater）始め，数々のアイルランド地誌学，民俗学の著作があり，この方面でも大変な権威であっ
た。ウィリアムはジェインのように積極的に『ネイション』紙と係わることはなかったが，彼らの理
想主義的な愛国主義に好意を持っていた。
Ⅳ．『ネイション』紙弾圧と青年アイルランド党の蜂起
大飢饉の改善の目処が立たないまま 1848年が始まった。長期の食料不足のため国民の体力が全般
に低下し，餓死だけではなく伝染病による感染症での死者が増大した。1848年だけで年間 20万人以
上の人が死に，その半数近くが伝染病によるものであった。またこの年はヨーロッパ全土で革命の嵐
が吹き荒れた年でもあった。1月にはシシリア人がナポリからの独立を要求して立ち上がり，2月に
はパリでルイ・フィリップが廃位され，共和国が宣言された。ドイツではマルクスが『共産党宣言』
で「万国の労働者よ，団結せよ」と呼びかけた。『ネイション』紙ではデイヴィスの死後，ジョン・ミッ
チェルが中心的な執筆者となっていたが，大飢饉の残状は彼を次第にジェイムズ・フィンタン・ロー
ラーの思想に接近させ，戦闘的な小作人擁護の論陣を張るようになっていった。しかしついにミッ
チェルは『ネイション』紙に限界を感じるようになり，1848年 1月に新たに『ユナイテッド・アイリッ
シュマン』紙（The United Irishman）を創刊し，小作人たちに地代支払い拒否，武装による自衛を露
骨に主張し始めた。警戒した当局は 5月に，新たに改正された国家反逆罪でミッチェルを逮捕して，
『ユナイテッド・アイリッシュマン』紙を廃刊にし，ミッチェルに 14年間のタスマニアへの流刑を宣
告した。
当局の追及の手は次に『ネイション』紙に及び，7月 12日にトマス・マーが，7月 15日に編集長
ギャヴァン・ダフィーが逮捕された。だが『ネイション』紙はギャヴァン・ダフィーの義理の妹，マー
ガレット・カランが編集長代理で刊行を続けた。編集長逮捕後に出た 7月 22日号にはジェインの激
烈な詩「アイルランドの試練」（‘The Challenge to Ireland’）が掲載された。この作品は詩集では「謎」
（‘The Enigma’）と改題されている。
　Are there no swords in your Fatherland,
To smite down the proud, insulting foe,
With the strength of dispair （sic） give blow to blow
Till the blood of the baffled murderers flow
　On the trampled soil of your outraged land?
Are your right arm weak in that land of slaves,
That ye stand by your murdered brothers’ graves,
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Yet tremble like coward and crouching knaves,
　To strike for freedom and Fatherland?10）
　お前の祖国に剣はないのか，
高慢で無礼な敵を叩き伏せる剣は。
死に物狂いの力でやられたらやり返す剣が。
そうすればついには困惑した人殺しの血が，
陵辱された土地の，蹂躙された土の上に流れるだろう。
あの奴隷の土地のお前の右腕は弱っているのか，
殺害された同胞たちの墓の傍らに立ちながら，
自由と祖国のために打ち付けようというのに，
臆病者か，うずくまる下郎のように震えることしかできないのか。
明確に武装蜂起がイメージとして詩の中に描かれている。この 7月 22日にイギリス政府は人身保
護律の停止を宣言し，当局は逮捕状や裁判なしに容疑者を逮捕，拘束できるようになり，事態は一触
即発の戒厳令下のようなありさまとなった。続く 7月 29日の号で，ジェインは無署名で「賽は投げ
られた」（‘Jacta Alea Est’）と題された激烈な散文記事を寄稿した。これは「アイルランドの試練」で
述べられた内容を，分かりやすく散文でさらに激しく詳述したものである。ギャヴァン・ダフィーは
獄中にあったにもかかわらず，この記事の著者と看做され，武装蜂起を扇動したという容疑が掛けら
れた。彼の拘束は引き伸ばされ，初の公判が開催されたのは年が明けた 1849年の 2月であった。一
説によれば，この初公判で検察側の司法長官が「賽は投げられた」を読み上げたときに，ジェインが
いきなり立ち上がって，「被告は私であります。もし被告というものが存在するのなら」ときっぱり
と言い放ったということになっているが，ジェインの評伝を書いたジョイ・メルヴィルによれば，当
時の新聞でこの発言を報告しているものはないという。ただ一紙が，司法長官の発言が，嫌疑のか
かった記事のひとつを書いた麗しい著者によって中断されたと報じていると言う。しかしその新聞は
彼女の発言は検察側の「静粛に」の声に掻き消されたと報じ，彼女の発言内容の報告はないという。
どうやら事実はそれほど劇的なものではなく，公判前にジェインが裁判所に書いた手紙や，ギャヴァ
ン・ダフィーを弁護した国会議員アイザック・バットの証言が重視されたようである 11）。2月の初公
判でも，4月の第 2審でも証拠不十分で有罪の判決は出ず，ギャヴァン・ダフィーは釈放された。当
時は国家反逆罪のような重罪は男性のみの犯罪で，か弱き女性の罪ではないと認識されていたので，
ジェインが裁かれることはなかった。
しかし，この一方で青年アイルランド党の残されたメンバーには危機が忍び寄っていた。国会議員
を務めていたウィリアム・スミス・オブライエンは穏健派ながら，青年アイルランド党のスポークス
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マンを務めていた。1848年 5月にオブライエンは国家反逆罪の嫌疑を掛けられ，この時は結局不起
訴となった。しかし 7月にマーやギャヴァン・ダフィーが逮捕され，人身保護律が停止されたことに
より，オブライエンは精神的に追い詰められていった。もはや逮捕は時間の問題となって，それまで
穏健派であった彼も武装蜂起に傾いた。彼は 1848年 7月 28日に，ティペラリー州バリンガリーで急
造の部隊を組織し，乏しい武器で警官隊の宿舎に攻撃を仕掛けたが，あえなく鎮圧され，死刑判決を
受けた。判決は後にタスマニアへの国外追放に減刑され，1856年 7月には特赦によって帰国を許さ
れた。
Ⅴ．結論―虚構による創造
ギャヴァン・ダフィーは 1849年 9月に『ネイション』紙を復刊したが，販売部数が 1万部を超え，
実読者が25万人を超えたかつての栄光は再び訪れなかった。激動の1848年からの一連の出来事は『ネ
イション』紙から以前の求心力を奪った。
またジェインは，ギャヴァン・ダフィーの逮捕と国家反逆罪での裁判，『ネイション』紙の廃刊，
オブライエンの蜂起失敗を経験し，武装蜂起を説くような詩を再び書くことを自らに禁じた。また
1851年にウィリアム・ワイルドと結婚し，3人の子供の出産と育児を経験し，世界的な名医であると
同時に，優れた地誌学者，民俗学者でもある夫を支援する立場になり，文学者としての活動は大幅に
縮小せざるを得なかった。
しかし子育てが一段落すると，夫とともにダブリン，メリオン・スクエアーの自宅をアイルランド，
イギリスの名士をもてなすサロンとし，夫の死後はジャーナリズムで活躍する長男ウィリアム，イギ
リス社交界で特異な存在を誇示し，文学者として頭角をあらわす次男オスカーの協力を得ながらロン
ドンでもサロンを主催した。そのあいだ，詩作は目に見えて少なくなったが，翻訳や評論，紀行文な
どで文筆活動は継続した。
こうしたジェインの文筆活動の全体像の中に置いたとき，1846年から 2年余り『ネイション』紙
を主戦場として展開された彼女の激烈な愛国詩は，20歳代半ばの世間知らずな娘の怖いもの知らず
で，一時的な逸脱したエネルギーの捌け口だったという見方もあるかもしれない。1893年に刊行さ
れた評論集『社会研究』（Social Studies）に収録された「指導者たちと殉教者たち」（‘The Leaders 
and the Martyrs’）で，ジェイン自身が次のように 1848年の民族主義の高揚を回想している。
　アイルランド人はいつのときにも弁舌家ではあるが，強い高揚に影響されて詩人となった。あ
の嵐の時代に，あらゆる民族は王座を燃やした炎に照らして，自分たちの権利を読み取った。ア
イルランドの詩人たちは青春の壮大な幻影に狂乱状態となり，希望の讃歌を，挑戦の歌を，アイ
ルランド中の国土や湖へ，川や山へと炎の十字架のように煌かせ，彼らの言葉が魔法のように唱
えられなければ，長いこと死んだ状態だったかもしれない人々の魂を生き返らせた。12）
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しかし，「教師としての詩人」（‘The Poet as Teacher’）を読むと，ジェイン自身が一時的な情熱に
動かされていただけではないことが明らかとなる。この評論のなかで，ジェインはトマス・デイヴィ
スと同じく，バラッド文学の重要性を強調する。なぜなら子供の心は乳母の歌う歌に影響されないで
いることは難しく，その影響は子供の血に浸透し，その性格に滲み出るからだ。あらゆる教育の最も
気高い目標は，文学，道徳，芸術のより高次な性質を解き放つことであり，ひとつの民族を他国の思
想で十全に育むことは不可能である 13）。そしてそのアイルランドの自前の伝統を，彼女はトマス・
ムーア，ウィリアム・カールトン，トマス・デイヴィス，マンガン，サミュエル・ファーガソンと辿っ
ていく。しかもドイツのレッシンク，ヘルダー，ティーク，ゲーテや，イギリスのワーズワス，コウ
ルリッジ，キーツ，テニスンなどの他国の文学伝統を視野に入れながら。
こうして見ると，ジェインはそれまでのアイルランド文学の流れを歴史的に構築しながら自己の詩
作を位置付けていたことが分かる。しかもその思想の方向性は，文化的アイデンティティを重視する
姿勢において，その後のダグラス・ハイドの脱英国化の論理や，シン・フェイン党の「われわれ自身」
の原理も予示している。何よりも彼女の詩作品は，トマス・ムーアからトマス・デイヴィス，マン
ガンに至る愛国文学の詩の方向性のみならず，大飢饉と英国政府の弾圧で追い込まれた青年アイルラ
ンド党の政治活動をも，その理論的，実践的結末に誘導していった。彼女の直截なバラッド調の愛国
詩は，『ネイション』紙という大部数の新聞メディアに載ることで，その破壊力を相乗的に増大させ，
ついに英国政府の弾圧の格好の標的となった。
そんなジェインはダブリンの民衆の人気者で通りを進めば人々が喝采し，1880年代に息子オスカー
がアメリカ各地を講演旅行で回ると，アイルランド移民の古老たちがスペランザの息子として歓迎し
てくれた。オスカーは持ち前の天邪鬼を発揮して，母ジェインのようなアイルランドの愛国的主題は
決して取り上げることはなかったが，デクラン・カイバードの『アイルランドを発明する』（Inventing 
Ireland）や，デイヴィッド・コークリーの『アイルランド人であることが肝心』（The Importance of 
Being Irish）が論じるように，その徹底した無視が逆に内向したアイルランド性のモチーフを物語っ
ている。ジェインの作品はアイルランドからイギリスを正面攻撃した。逆にオスカーはイギリスのな
かからイギリスの偽善，矛盾を描くことによって，イギリスを内側から攻撃している。イギリス人が
アイルランド人を戯画化して「ステージ・アイリッシュマン」に仕立て上げたのを逆手にとって，オ
スカーはイギリス人を内側から戯画化して「ステージ・イングリッシュマン」を作り上げた。母親の
正面攻撃に対して，息子は内部からの破壊という戦術を選択する。
オスカーは『まじめが肝心』（The Importance of Being Earnest）でアルジャーノンにこう言わせて
いる。「あらゆる女性は母親のようになる。それが女性の悲劇さ。だけど，あらゆる男は母親のよう
にならない。それが男性の悲劇さ」14）。そしてこう言われたジャックがロンドンで遊興三昧のために
自分はアーネストだと名乗った不真面目極まりない嘘は，劇の最後で揺るぎない真剣な真実として彼
を襲う。ジェインがユニオニスト的出自に逆らって，虚構の愛国詩人「ジョン・ファンショー・エリ
ス」として若いころに書いた激烈な愛国詩は，紛れもない現実として彼女の人生とアイルランドの歴
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史にその痕跡を残した。母とは違い，イギリスに同化する戦術を取ったはずのオスカーは，虚構を至
上命題として，その理論的，実践的結論を体現することで，図らずも母親の息子としての正体を暴露
することとなった。
＊本論文は日本学術振興会の科学研究費，基盤研究（C）課題番号 24520320による研究成果である。
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Abstract
The Portrait of the Patriotic Poet as a Young Woman: 
The Poetry of Jane Francesca Wilde (Speranza)
Kazuo Oikawa
Jane Francesca Elgee was born in a Protestant middle-class family in Dublin. The family had such 
strong connections with Church of Ireland clergy and British military officials that they were naturally 
bred-in-the-bone Unionists. Jane whose sister was to marry Charles Maturin, an eccentric clergyman 
who was to write a masterpiece gothic romance, Melmoth the Wanderer, had a precocious prodigy to 
master foreign languages, which her son, Oscar Wilde was to inherit. 
When Jane was a young girl, Daniel O’Connell achieved the Catholic Emancipation and launched a 
next step, the Repeal Movement, the strategy of which was a mass demonstration to the British govern-
ment by holding Monster Meetings in which hundreds of thousand Catholic people got together at 
important places in Irish history. The Repeal Movement attracted a group of romantic young national-
ists, Charles Gavan Duffy, John Blake Dillon, Thomas Davis etc., who founded a weekly newspaper, the 
Nation, in 1842. The Nation, where Davis, Gavan Duffy and others published fiery nationalistic poems 
and ballads and social criticism, achieved an instant success and sold more than ten thousand copies, 
which means that a quarter of a million people read it. The Nation group called themselves Young 
Ireland and gradually grew independent from other O’Connellites.
Coming into her twenties, Jane happened to read a nationalistic book published by the Nation. Soon 
later, she found the Nation whose poems and ballads, notably Davis’,  inspired nationalistic thoughts into 
her mind in spite of her unionist upbringing. The sudden death of Davis in 1845 and the huge faithful 
mourners at his funeral made her a confirmed nationalist poet. She began to contribute nationalistic 
poems to the Nation, using a pen name ‘Speranza’ (Hope) for poems with attached letters signed by a 
male name. The reason why she adopted this complicated procedure was to mystify her identity because 
it would have been a scandal if it had been revealed that a girl of a Protestant unionist family wrote such 
poems. 
‘A Lament’ is one of her earliest poems published in the Nation, lamenting the death of Davis 
‘Kindling Hope’s lamp’, which shows that she wanted to inherit his role by adopting the pen name 
‘Speranza’ (Hope’). At the same time, this poem strongly criticises the O’Connell of the last days, 
who reluctantly agreed to Prime Minister Peel’s order to cancel the last biggest Monster Meeting at 
Clontarf in 1843. Although O’Connell compromised, he was arrested and imprisoned and the Repeal 
Movement lost its impetus. Moreover, O’Connell and Young Ireland disagreed over Queen’s University 
which O’Connell and Catholic church allies condemned as a “Godless university’, whereas the Young 
14 若き女流愛国詩人の肖像（及川）
Irelanders welcomed it as it would provided a place where Catholic students and Protestant ones could 
study together.
O’Connell’s proposal of peace resolution to the Repeal Association in 1846 was a turning point where 
the Young Irelanders decisively broke with the O’Connellites. ‘A Lament’ bitterly criticises O’Connell as 
a lost hero and he died on his pilgrimage to Rome next year. 
In the latter half of the 1840s, the Great Famine devastated Ireland: a million of people starved or died 
of epidemics and another million emigrated abroad. In ‘The Stricken Land’ Jane reveals the British colo-
nial policies worsened the devastation of the Famine and offers a prototype of the Fenian view of Irish 
history. As the Famine’s damages grew more and more hideous, some of the Young Irelanders became 
more and more belligerent. In 1848 John Mitchel left the Nation and founded the United Irishman in 
which he openly suggested an armed uprising. The British government was much alarmed and arrested 
Mitchel and later Davan Duffy, editor of the Nation, and Thomas Meagher. Just after the arrest of the 
editor, the Nation published Jane’s poem, ‘The Challenge to Ireland’, and her article, ‘Jacta Alea Est’ 
(The Die Is Cast) which called for armed resurrection. Davan Duffy was regarded as their author and 
sued for treason. In the court Jane courageously confessed she was the true author and Davan Duffy 
was eventually acquitted. However, having gone through this experience, she decided not to write a 
poem asking for an armed uprising.
Just after Davan Duffy was arrested, the Habeas Corpus Act was suspended and other Young 
Irelanders were driven to bay. William Smith O’Brien, a Young Irelander MP, desperately resorted to an 
armed attack to a police barrack in Tipperary and was arrested soon after. He was sentenced to death 
at first, and then the sentence was mitigated to transportation to Van Diemen’s Land. In 1849, after his 
acquittal, Davan Duffy started to publish the Nation again, but it was never to resume the glorious influ-
ence it once had before it was suspended.
In 1851 Jane married William Wilde, a renowned eye surgeon and folklorist whose geographical book 
she had favourably reviewed in the Nation. She wrote much fewer poems after marriage, but, as her chil-
dren grew, she attempted some translations, travelogues and social criticism. In ‘The Poet as Teacher’, 
she insists on the importance of ballad literature and delineates a genealogy of Irish patriotic poetry to 
which her poems belong. By doing so, she envisages the ‘de-anglicising’ of Douglas Hyde in the 1890s 
and Sinn Fein in the 1900s. Jane’s patriotic poems attack the political and cultural supremacy of Britain 
from outside. Her son, Oscar, deliberately refused to take up Irish patriotic themes, but his works chal-
lenge British society from inside by making up ‘stage Englishmen’ in defiance of English people ridicul-
ing ‘stage Irismen’. Although having adopted a contrary strategy, he proved himself a true son of his 
mother.
